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緯緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239

平
成

年
度
に
施
行
さ
れ
た

21

改
正
農
地
法
に
よ
り
、
標
準
小
作

料
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
今
ま
で
農
業
委

員
会
が
目
安
と
し
て
示
し
て
き

た
農
地
の
賃
借
料
『
標
準
農
地

リ
ー
ス
料
（
小
作
料
）』
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
農
業
委
員
会
は
改

２月10日に農業委員会を開催しました
報告事項

・農地法第18条第６項の通知 ３件
審議事項

・農地法第５条（所有権移転） １件
・農用地利用集積計画の決定 ３件
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農
地
の
賃
借
料
情
報
の

提
供
に
つ
い
て

《地目：田》 (10a当り)

使用貸借賃 貸 借

件 数件数最低額最高額平均額

30件24件2,000円6,700円4,300円

《地目：畑》 (10a当り)

使用貸借賃 貸 借

件 数件数最低額最高額平均額

2件1件5,000円5,000円5,000円

若
桜
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成

年
度
の
施
設
併
設
型
小
中

24
一
貫
校
設
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
今
年
度
よ

り
「
若
桜
町
立
小
中
一
貫
校
設
立

委
員
会
」
を
設
立
し
、
多
く
の
部

会
を
組
織
し
て
具
体
的
な
事
柄

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
２
月
現
在
の
状
況

23

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
運
営
部
会

校
名
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
も
と
に
、
設
立
委
員

会
全
体
会
で
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
校
章
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

と
中
学
校
の
校
章
を
合
わ
せ
た

よ
う
な
も
の
と
し
、
設
立
委
員
会

全
体
会
で
協
議
し
ま
す
。
校
歌
に

つ
い
て
は
、
校
名
が
決
定
し
て
か

ら
、
検
討
を
始
め
ま
す
。

○
通
学
・
生
活
部
会

通
学
方
法
の
原
案
を
策
定
し

ま
し
た
。
教
職
員
及
び
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、

制
服
、
指
定
靴
、
鞄
、
体
操
服
な

ど
、
保
護
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く

事
項
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
ま

す
。

○
事
務
部
会

備
品
な
ど
の
確
認
を
終
え
、
収

納
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
書
類
様
式
な

ど
を
検
討
中
で
す
。

○
施
設
・
環
境
・
整
備
部
会

校
舎
の
増
築
部
分
や
改
修
に

つ
い
て
の
基
本
計
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
現
中
学
校
校
舎
の
階

段
の
段
差
を
低
く
し
、
２
階
を
小

学
生
が
共
用
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
、
小
学
生
の
少
人
数
指
導
に
対

応
で
き
る
教
室
数
を
確
保
し
ま

す
。
改
修
に
は
、
夏
休
み
ご
ろ
か

ら
着
工
予
定
で
す
。

教
育
課
程
部
会

小
学
校
、
中
学
校
の
先
生
方
全

員
に
教
科
部
会
な
ど
に
所
属
し

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
部
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
学
校
教
育
目
標
、

め
ざ
す
こ
ど
も
像
、
重
点
項
目
、

教
科
構
想
、
教
育
課
程
な
ど
学
校

運
営
の
多
方
面
に
わ
た
り
検
討

し
、
多
く
の
原
案
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
、
規
約
な
ど
の
原

案
が
で
き
あ
が
り
、
来
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
で
提
案
さ
れ
る
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
せ

引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

若
桜
町
教
育
委
員
会
事
務
局

緯
（

）
２
２
１
３
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平
成

年
度
の

24若
桜
町
立
小
中
一
貫
校
の

設
立
に
向
け
て

正
農
地
法
第

条
の
規
定
に
基
づ

52

き
、
実
際
の
農
地
の
貸
借
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
農

地
の
賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成

年
１
月
か
ら

22

12

月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
農
地
の
賃

貸
借
及
び
使
用
貸
借
（
賃
借
料
が

無
料
）
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

平平成23年3平成23年3月月３

集集落公民館などは、災害時に住民の避難場所となります。災害時に役場集落公民館などは、災害時に住民の避難場所となります。災害時に役場とと

集落公民館で防災情報・緊急情報を共有するため、各集落公民館にＩＰ告集落公民館で防災情報・緊急情報を共有するため、各集落公民館にＩＰ告知知

端末を設置しました。電話番号は次のとおりです端末を設置しました。電話番号は次のとおりです。。

電話番号設置場所電話番号設置場所

9（81）0020長砂公民館9（81）0001新町公民館

9（81）0021湯原公民館9（81）0002山田町公民館

9（81）0022渕見公民館9（81）0003上町公民館

9（81）0023茗荷谷公民館9（81）0004中町公民館

9（81）0024米公民館9（81）0005下町公民館

9（81）0025大炊公民館9（81）0006西町コミュニティセンター

9（81）0026岸野公民館9（81）0007農人町公民館

9（81）0027糸白見公民館9（81）0008三倉公民館

9（81）0028根安公民館9（81）0009上高野公民館

9（81）0029須澄公民館9（81）0010高野老人憩の家

9（81）0030岩屋堂公民館9（81）0011浅井公民館

9（81）0031若杉の館9（81）0012若葉団地公民館

9（81）0032栃原公民館9（81）0013屋堂羅相撲館

9（81）0033中原公民館9（81）0014馬場公民館

9（81）0034加地公民館9（81）0015内町公民館

9（81）0035大野集会所9（81）0016赤松公民館

9（81）0036小船公民館9（81）0017来見野公民館

9（81）0037落折公民館9（81）0018諸鹿公民館

9（81）0038あかまつ団地公民館9（81）0019香田公民館

町内無料電話がご利用可能な場合

発信元、及び相手方にＩＰ告知端末が設置してあり、フレッツ光マイタウン（ファミリータイプ又は
ファミリーライトタイプ）をご契約されている場合にのみご利用可能です。
町内無料電話がご利用できない場合

発信元、及び相手方にＩＰ告知端末が設置してない。または、フレッツ光マイタウン（ファミリータ
イプ又はファミリーライトタイプ）をご契約されていない場合は、ご利用いただけません。

※２月15日以降、フレッツ光マイタウン（ファミリータイプ又はファミリーライトタイプ）の新規申込や

プラン変更、設置場所の変更、工事の申込みをされる場合、費用負担が発生し、個人負担となります。

・・・・・・《 お問い合わせ先 》・・・・・・

若桜町地域情報通信基盤整備事業

各集落公民館などにＩＰ告知端末を設置しました

■ＩＰ告知端末に関すること■

若桜町役場総務課
緯（８２）２２１１

■ひかり電話、インターネットなどに関すること■

フレッツ光受付センター
緯０１２０（９３１）９６８
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４
月

日
（
日
）
は
、
鳥
取
県
知
事
選
挙
及
び
鳥
取
県
議

10

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

自
分
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
て
、

明
る
い
選
挙
を
し
ま
し
ょ
う
。

鳥
取
県
知
事
選
挙

鳥
取
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

自
分
へ
と
、

必
ず
つ
な
が
る
そ
の
一
票

「
若
桜
駅
の
活
性
化
を
皆
さ

「
若
桜
駅
の
活
性
化
を
皆
さ
んん

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま
せ

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま
せ
んん

か
」
と
言
う
呼
び
掛
け
を
行
っ

か
」
と
言
う
呼
び
掛
け
を
行
っ
たた

と
こ
ろ
、

名
の
方
に
賛
同
い
た

41

だ
き
ま
し
た
。

１
月

日
に
設
立
総
会
を
開
催

27

し
、「
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
」

と
言
う
会
名
に
決
定
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

現
在
、
若
桜
鉄
道
で
は
Ｓ
Ｌ
を

活
用
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
、
沢
山
の
団
体
ツ
ア
ー

客
や
個
人
客
が
訪
れ
た
り
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
状
況
が
い
つ
ま

で
も
続
く
と
は
考
え
に
く
く
、「
新

た
な
誘
致
施
策
を
行
わ
な
い
と
鉄

道
の
存
続
と
地
域
の
活
性
化
は
困

難
で
あ
る
。」
と
言
う
意
見
の
も

と
、
こ
の
会
で
は
「
Ｓ
Ｌ
を
若
桜

線
に
走
ら
せ
る
こ
と
」
を
目
標
に

掲
げ
、
活
動
を
行
う
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ

て
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
行
く

予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、「
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る

会
」
で
は
、
活
動
に
賛
同
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
入

会
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

企
画
財
政
課
緯
（

）
２
２
３
１

82

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

若
桜
駅
の
活
性
化
を
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
ををををををををををををををををををををををををををををを
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
ににににににににににににににににににににににににににににに
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

ををををををををををををををををををををををををををををを
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
を
結
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

投
票
時
間
・
投
票
所

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
。

投
票
は
町
内
９
ヵ
所
の
投
票
所

で
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
持
参
し
、

指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た

と
き
は
、
投
票
所
で
本
人
が
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

所
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間知

事
選
挙

３
月

日
（
金
）

25

～
４
月
９
日
（
土
）

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月

２
日
（
土
）
～
４
月
９
日
（
土
）

そ
れ
ぞ
れ
午
前
８
時

分
～
午

30

後
８
時

場
所役

場
第
１
会
議
室
（
２
階
）
期

日
前
投
票
所

問
い
合
わ
せ

若
桜
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
役
場
総
務
課
内
）

緯
（

）
２
２
１
１
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利用促進のためのアンケート調査にご協力をお願いします。
平成22年４月に町営バスの運行がスタートし、もうすぐ１年が経過します。利用者の利便性を向上さ

せるために若桜鉄道との接続などを考慮し２回の時刻表改正を実施しましたが、町営バスの運行をより
長く継続させるためには皆さまの積極的な利用が不可欠です。
より身近な交通手段となるよう沿線にお住まいの方を対象にアンケート調査を実施し、皆さまのご意
見などをお寄せいただきたいと思いますのでご協力をよろしくお願いします。

実施時期 平成23年３月初旬
実施方法 自治会長様にアンケート調査を配布していただきますので、ご意見・ご要望などのある方は、

自治会長様に提出をお願いします。
実施地域 落折・吉川線沿線（大炊～落折）

米線沿線（香田～ 米）

シルバー定期券を利用しましょう。
65歳以上の方を対象に便利でお得な「シルバー定期券」の販売を行っています。皆さまがご利用くだ

さい。
【シルバー定期券料金】

※シルバー定期券は若桜町営バスの全ての区間でご利用になれます。

米線の時刻表が３月21日（月）から通常便となります。
米線の時刻表が３月21日（月）から通常便となります。詳しくは広報わかさと一緒にお配りしてい

る時刻表をご覧ください。

町営バスからのお知らせ

３ヶ月定期券６ヶ月定期券１年定期券

4,000円8,000円15,000円

平
成

年
度
に
落
折
ハ
サ
リ
町
有
林
約
５

の
搬
出

22

ha

間
伐
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、約
２
２
０
万
円
の
収
益
を
上
げ

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
町
有
林
に
は
、ま
だ
ま
だ
搬

出
間
伐
が
可
能
な
森
林
が
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
も
継
続

し
て
事
業
を
実
施
し
林
業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
有
林
の
間
伐
収
支
結
果

間伐収支結果

収入（補助金など）支 出事業量区 分

1,725,738円2,537,850円4.98ha間伐作業委託費

2,717,433円3,836,700円595m作業道開設費

－1,085,700円間伐材搬出委託費

－75,600円測量委託費

3,663,662円－木材売上げ代金

1,690,916円－445m3間伐材搬出補助金

9,797,749円7,535,850円合 計

2,261,899円差 引
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家
庭
で
の
育
児
不
安
な
ど
に
対
す
る
相
談
指

導
や
子
育
て
情
報
の
提
供
な
ど
、地
域
の
子
育
て

家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
の
た
め
、「
若
桜
町
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

絵
本
、歌
遊
び
、製
作
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、親

子
ふ
れ
あ
い
、親
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
１
歳
～
未
就
園
児

▼
開
設
時
間
＝
火
曜
日
・
木
曜
日

（
９
時

分
～

時

分
）

30

12

00

▼
開
設
場
所
＝
若
桜
町
公
民
館
２
階

▼
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
若
桜
保
育
所
内
）
緯
（

）
０
０
１
１

82

ま
た
、若
桜
保
育
所
・
若
桜
幼
稚
園
を
園
開
放

し
て
い
ま
す
。保
護
者
や
、
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

若
桜
保
育
所
緯
（

）
０
０
１
１

82
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

若
桜
幼
稚
園
緯
（

）
１
５
５
１

82
ゆ
う
ゆ
う
広
場

若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののの
子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててて

若
桜
町
の
子
育
て
ををををををををををををををを

応応応応応応応応応応応応応応
援援援援援援援援援援援援援援
しししししししししししししし
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす

応
援
し
ま
す
！！！！！！！！！！！！！！！

平平
成成

年
度
地
域
子
育

年
度
地
域
子
育
てて

2323

支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
のの

お
友
だ
ち
を
募

お
友
だ
ち
を
募
集集

第
1
回
若
桜
町
議
会
臨
時
会
が
1
月
24

日
開
会
さ
れ
、
平
成

年
度
若
桜
町
一
般

22

会
計
補
正
予
算
及
び
諸
議
案
の
審
議
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

上
程
議
案
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

●
平
成

年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予

22

算
（
主
な
も
の
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、８
、

３
８
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を

億
７
、
９
４
４
万
１
千

30

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
歳
入
〉

・
地
方
交
付
税

普
通
交
付
税
を
５
０
０
万
円
追
加
い
た

し
ま
し
た
。

・
国
庫
支
出
金

地
域
活
性
化
交
付
金
を
５
、
１
０
９
万

６
千
円
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

・
繰
入
金

公
共
施
設
な
ど
整
備
基
金
繰
入
金
を

2
、
６
９
８
万
円
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉

・
議
会
費

議
場
の
マ
イ
ク
録
音
設
備
の
更
新
に
よ

り
、
１
４
０
万
円
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

・
総
務
費

役
場
庁
舎
改
修
事
業
を
１
、
５
７
3
万

円
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
２
４
０

万
円
、
若
桜
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

を

万
５
千
円
、
若
桜
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

６７
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
を
２
２
８
万
２
千

円
、
税
務
総
務
費
を

万
５
千
円
そ
れ
ぞ

54

れ
追
加
し
、
合
わ
せ
て
２
、
１
６
３
万
２

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

・
民
生
費

若
桜
保
育
所
改
修
事
業
を
５
４
２
万
４

千
円
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

・
衛
生
費

細
菌
性
髄
膜
炎
予
防
事
業
を

万
５
千

32

円
、
子
宮
頸
ガ
ン
予
防
事
業
を
１
２
２
万

円
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
を

８
６
２
万
３
千
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、
総

額
１
、
０
１
６
万
８
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

・
農
林
水
産
業
費

有
害
鳥
獣
対
策
費
を
１
０
０
万
円
追
加

い
た
し
ま
し
た
。

・
商
工
費

商
工
業
振
興
費
を
６
０
０
万
円
、
氷
ノ

山
集
客
促
進
事
業
費
を
１
７
８
万
円
、
そ

れ
ぞ
れ
追
加
し
、
合
わ
せ
て
７
７
８
万
円

を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

・
土
木
費

道
路
維
持
費
を
１
、
７
６
０
万
円
追
加

い
た
し
ま
し
た
。

・
消
防
費

災
害
対
策
費
を
４
２
５
万
４
千
円
追
加

い
た
し
ま
し
た
。

・
教
育
費

公
民
館
費
を
１
、
５
０
８
万
７
千
円
追

加
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
歳
入
歳
出
を
調
整
し
、
予
備
費

を

万
１
千
円
減
額
し
て
お
り
ま
す
。

52
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

若
桜
地
区
配
水
池
整
備
に
伴
う
も
の

で
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
６
２
万
３
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
億

万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

39〈
歳
出
〉

拡
張
改
良
事
業
費
を
８
６
２
万
３
千
円

追
加
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
〉

一
般
会
計
繰
入
金
を
８
６
２
万
３
千
円

追
加
し
ま
し
た
。

●
条
例
関
係

若
桜
町
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
な
ど

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
若
桜
町
立
若
桜
保
育
所
中
原
分
所
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
条
例
を
一
部
改
正

し
企
業
誘
致
を
行
う
も
の
で
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回回
若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
町町町町町町町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時

第
１
回
若
桜
町
議
会
臨
時
会会会会会会会会会会会会会会会会会
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一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～～～～～
身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近
なななななななななななななな
悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
商商商商商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法法法法法

～
身
近
な
悪
徳
商
法
～～～～～～～～～～～～～～～

見
だ
け
な
ら
」
と
思
い
食
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
確
か
に
お
い
し
い
リ
ン
ゴ

で
し
た
。
業
者
は
、「
こ
の
リ
ン
ゴ

は
青
森
か
ら
運
ん
で
き
た
高
価
な

リ
ン
ゴ
で
一
箱
２
万
円
も
す
る
。
今

な
ら
特
別
サ
ー
ビ
ス
で
一
箱
１
万

円
。」
と
執
拗
に
勧
め
て
き
ま
し
た
。

し
つ
よ
う

リ
ン
ゴ
に
１
万
円
も
費
や
し
た
経

験
の
な
い
私
は
も
ち
ろ
ん
断
り
ま

し
た
が
、
す
る
と
業
者
は
「
食
べ
て

あ
る
日
、
私
の
家
に
業
者
が
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
ま
し

た
。
業
者
は
、「
青
森
か
ら
は
る
ば

る
リ
ン
ゴ
を
売
り
に
来
た
。
味
見
し

て
み
て
。
お
い
し
い
か
ら
。」と
い
っ

て
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
私
は
「
味

よ
る
契
約
解
除
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
食
料
品

の
訪
問
販
売
に
つ
い
て
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
定

商
取
引
法
の
改
正
に
よ
り
２
０
０
９

年

月
以
降
は
、
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め

12
生
鮮
食
品
の
訪
問
販
売
に
つ
い
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
金
で
代
金
を

支
払
っ
て
商
品
を
受
け
取
る
現
金
取

引
に
つ
い
て
は
３
０
０
０
円
未
満
の

取
引
に
つ
い
て
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は

行
使
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
件
で
は
１

万
円
の
取
引
で
す
の
で
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
可
能
で
す
。し
た
が
っ
て
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
告
知
な
ど
の
法
定

記
載
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
受
領

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契
約
解
除

が
可
能
で
す
。
な
お
、
た
と
え
８
日

経
過
し
て
い
て
も
、
本
件
に
お
い
て

受
領
し
た
契
約
書
の
記
載
内
容
に
不

備
が
み
ら
れ
る
場
合
や
そ
も
そ
も
書

面
交
付
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
は
経
過
し

ま
せ
ん
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
行

使
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
業
者
の
勧
誘
の
な
か
で
リ

ン
ゴ
に
関
す
る
説
明
が
実
際
に
引
き

渡
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
と
異
な
る
虚
偽
の

内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消

費
者
が
業
者
の
説
明
内
容
を
真
実
で

あ
る
と
誤
信
し
て
購
入
し
て
お
り
、

「
不
実
告
知
」（
特
定
商
取
引
法
９
条

の
２
）
に
該
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

契
約
を
取
り
消
し
支
払
っ
た
お
金
の

返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
し
か
も
、
本
件
に
お
い
て
、
業

者
は
凄
み
を
き
か
せ
て
購
入
を
迫
り

こ
れ
に
消
費
者
は
恐
怖
を
感
じ
て
購

入
し
て
お
り
、
脅
迫
に
よ
る
契
約
締

結
で
あ
る
と
し
て
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
可
能
で
す
（
民
法

条
１

96

項
）。本件

の
よ
う
な
販
売
手
法
に
お
い

て
書
面
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
経
過

し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
業
者
の

名
称
が
虚
偽
で
あ
る
な
ど
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
し
よ
う
と
し
て
も
業
者
を
特

定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
見
知
ら

ぬ
業
者
か
ら
の
訪
問
販
売
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
手

続
な
ど
詳
細
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お
い
て
買
わ
な
い
と
は
許
せ
ん
」
と

凄
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
私
は
怖
く

す
ごな

っ
て
そ
の
場
で
代
金
１
万
円
を

払
っ
て
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

業
者
が
帰
っ
た
後
に
箱
を
開
け
て

み
る
と
、
見
る
か
ら
に
価
値
の
な
い

い
た
ん
だ
リ
ン
ゴ
し
か
入
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
金
を
返
し
て
ほ

し
い
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

ま
ず
、
本
件
に
お
け
る
業
者
の
販

売
態
様
は
「
訪
問
販
売
」
に
該
当
す

る
こ
と
か
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

相
談
事
例

【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日 ８：30～17：00〕

【３月の法律相談】

●と き＝３月15日（火）13：30～16：00
＊要予約

●ところ＝地域福祉センター
緯（82）０２５４

ア
ド
バ
イ
ス
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緯緯緯
問い合わせ
税務課

（82）2234

今後の確定申告相談日程
対象地域場 所受付時間曜日日月

中原・加地・大野中 原 分 館
午前 9:00～11:00

月7

３

午後 1:00～ 3:00

小船・落折中 原 分 館
午前 9:00～11:00

火8
午後 1:00～03:00

赤松・来見野保 健 セ ン タ ー午前 9:00～11:00
水9

申 告 受 付 な し午後

香田・長砂・湯原・渕見保 健 セ ン タ ー
午前 9:00～11:00

木10
午後 1:00～ 4:00

大炊・岸野・糸白見・根安保 健 セ ン タ ー
午前 9:00～11:00

金11
午後 1:00～ 4:00

予備日保 健 セ ン タ ー
午前 9:00～11:00

月14
午後 1:00～ 4:00

予備日保 健 セ ン タ ー
午前 9:00～11:00

火15
午後 1:00～ 4:00

ももももももももももももももももううううううううううううううううおおおおおおおおおおおおおおおお済済済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみみみでででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？？確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申もうお済みですか？確定申告告告告告告告告告告告告告告告告告

縦
覧
は
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と

比
較
し
て
、
自
己
の
資
産
に
係
る
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
制
度
で
す
。

閲
覧
は
、
納
税
者
自
身
が
所
有
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事

項
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
・
閲
覧
と
も
に

【
期
間
】
４
月
１
日
（
金
）
～

日
（
木
）

28

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

※
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

【
場
所
】
役
場
税
務
課

窓
口

【
手
数
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
税
務
課
緯
（

）
２
２
３
４

82

【
そ
の
他
】
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
ま
た

は
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
方
は
必
ず
委
任
状
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の
賦
課

期
日
現
在
の
所
有
者
を
納
税
義
務
者
と
し

て
課
税
さ
れ
、
納
税
通
知
書
が
発
送
さ
れ

ま
す
。
所
有
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
の
方

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
相
続
登

記
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
を
定
め
る
た
め
、「
相
続
人
代
表

者
指
定
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
に
よ
る
納
付

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
、
一
度
お

申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
と
原
則
と
し
て

翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
は
継
続
さ
れ
ず
、
金
融
機
関

で
改
め
て
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
資
産
の
登
記
名
義
人
や
口
座
名
義
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
り
、
名
字
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

・
売
買
や
相
続
に
よ
り
資
産
の
登
記
名
義

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

・
共
有
者
の
構
成
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

・
共
有
者
の
持
ち
分
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

所得税や町県民税・国民健康保険税などの申告は３月15日（火）までです。まだ申告
をされていない方は、期限までに必ずすませましょう。
期限を過ぎて申告されると加算税がかかったり、申告をされていないと国民健康保険
税・後期高齢者医療保険料などの軽減措置が受けられなくなったりします。

平
成

年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

23

の
『
縦
覧
』『
閲
覧
』
を
４
月
１
日
（
金
）

か
ら
開
始
し
ま
す

所
有
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
は

口
座
振
替
の
変
更
や
廃
止
な
ど
の
手
続

き
は

平
成

年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

23
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安

案

按
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暗
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暗
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暗
暗
暗
暗
暗
暗
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暗
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若
桜
町
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
、ま
た
は
法
人
で
名
称
変
更
や
住
所
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、変
更
前
と
変
更
後
の
内
容
に

つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
に
つ
い
て
、台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

「
未
登
記
家
屋
異
動
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
有
し
て
い
た
家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
場
合
は
、

「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
で
は
、家
屋
の
現
況
把
握
に
日
々
努
め
て

お
り
ま
す
が
、所
有
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、正
確
な
現
況
が
把
握
し
に
く

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

過
年
に
お
い
て
、
新
築
あ
る
い
は
増
・
改
築
を

さ
れ
て
、ま
だ
家
屋
評
価
の
お
済
み
で
な
い
場
合
な

ど
は
、
役
場
税
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、住
宅
以
外
の
家
屋（
店
舗
・
倉
庫
な
ど
）を

改
築
し
て
住
宅
用
に
用
途
を
変
更
し
た
場
合
は
、
そ

の
土
地
の
税
額
を
軽
減
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
税
に
不
便
の
あ
る
方
は

住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
届
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

家
屋
を
新
築（
増
・
改
築
を
含
む
）さ
れ
た
と
き
は

納
税
義
務
者
の
方
が
、若
桜
町
外
や
他
の
都
道
府

県
ま
た
は
外
国
へ
転
出
す
る
な
ど
納
税
に
不
便
の

あ
る
方
は
、「
納
税
管
理
人
申
告
書
」
に
よ
り
納
税

管
理
人
を
定
め
て
く
だ
さ
い
。そ
の
納
税
管
理
人
の

方
に
納
税
通
知
書
な
ど
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

若
桜
町
で
は
、
本
年
度
の
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
に
よ
り
、
町
内
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
整
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

既
に
始
ま
っ
て
い
る
所
得
税
の
確
定
申
告
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
で
き
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
？

国
税
で
は
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し
た
申
告
書
を
送
信
出
来

る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
し
、
町
長
も
積
極
的
に
推
奨
し

て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
も
こ
の
整
備
事
業
を
機
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
鳥
取
税
務
署
緯

０
８
５
７
（

）
２
１
４
１
又
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
緯
（
０

22

５
７
０
倆
０
１
５
９
０
１
）
ま
で

電子申告を推進する町長

ｅ-Ｔａｘのキャラクター
「イータ君」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
確
定
申
告
を
！
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八
頭
郡
体
育
会
の
平
成

年
度
八

22

頭
郡
体
育
会
表
彰
式
が
２
月

日
、

12

郡
家
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
、
県
大
会
や
全
国
大
会
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
個

スポーツ賞（個人）

受 賞 理 由所 属氏 名

全国中学校総合体育大会 スキー競技 大回転、回転 出場若桜中学校山本 悠司

全国中学校総合体育大会 スキー競技 大回転、回転 出場若桜中学校瀬戸 葵

全国中学校総合体育大会 スキー競技 回転 出場若桜中学校森岡 空

全国中学校総合体育大会 スキー競技 距離クラシカル、距離フリー 出場若桜中学校中尾 直也

全国中学校総合体育大会 スキー競技 距離クラシカル、距離フリー 出場若桜中学校竹本 敦仁

JOCジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県選抜選手

若桜中学校木下 千佳

第13回鳥取県小学生陸上競技大会 小学生男子1年50ｍ 第１位若桜小学校岡崎 凌大

第56回全日本通信陸上競技鳥取県大会 中学生男子1年1500ｍ 第１位
全国中学校総合体育大会 スキー競技 距離クラシカル、距離フリー 出場

若桜中学校岩村 稔大

スポーツ賞（団体）

受 賞 理 由所 属氏 名

高円宮賜杯全日本学童

軟式野球大会

鳥取県予選会 準優勝

全国大会出場

若桜スポーツ

少年団野球

若桜スポーツ少年団野球部

大 石 風 真 森 岡 祐 人 厨 子 港 瀬 戸 鉄 平 中 嶋 慧

桝 本 直 行 森 本 裕 成 上 川 淑 人 中 村 俊 介 谷 口 光

竹 本 颯 汰 杤 本 直 毅 山 本 周 新 彪 冴 大久保脩平

川 戸 絢 斗 浅 井 理 央 森 岡 岳 山 本 創 稀 田 井 佑 妃

平成22年度八頭郡体育会表彰

大役を引き継いだ森木節幸さん夫妻（内町）
新嘗祭供御献穀斉田種子引渡式

式典に参加した小林町長（左）森木夫妻ら

毎
年

月
に
皇
居
の
新
嘗
祭
に
献
上

11

す
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
種
子
を
平
成

年
23

度
の
奉
仕
者
（
森
木
節
幸
・
康
子
夫
妻
）

に
引
き
渡
す
式
が
２
月

日
、
日
南
町

17

の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
若
桜
町
と
日
南
町
の
関

係
者

人
が
出
席
し
、
種
子
と
稲
穂
を

30

本
年
度
の
奉
仕
者
か
ら
受
け
取
り
ま
し

た
。
大
役
を
引
き
継
い
だ
、
森
木
さ
ん

は
、『
生
涯
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
大
変

名
誉
な
こ
と
大
役
を
い
た
だ
き
、
家
族

一
同
、
健
康
に
留
意
し
地
域
の
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
ま
す
。』と

意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

人

名
・
団
体
７
チ
ー
ム
が
表
彰
さ

38
れ
、若
桜
町
か
ら
は
個
人
８
名
・
団
体

１
チ
ー
ム
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
（
団
体
）
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

T O
P

C S
I
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韓国内最大級のイベントで若桜町をPR
平昌郡と交流を深める

２
月

日
か
ら

日
ま
で
、
町
長
、
議
長
を

13

15

始
め
と
す
る
８
名
が
韓
国
平
昌
郡
を
訪
問
し

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
グ
ン

ま
し
た
。
今
回
の
訪
韓
は
、
今
後
の
友
好
交
流

の
協
議
と
、
韓
国
内
で
最
大
級
の
冬
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
雪
花
祭
り
の
会
場
に
鳥
取
県

も
ブ
ー
ス
を
出
展
中
で
、
若
桜
町
も
そ
の
中
で

ま
ち
の
紹
介
と
特
産
品
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
雪
花
祭
は
、
２
月

日
か
ら

日

12

20

の
９
日
間
に
わ
た
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

雪
の
彫
刻
や
ス
ノ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
な
ど
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
が

凝
ら
し
て
あ
り
ま
し
た
。

若
桜
町
か
ら
持
参
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
す

ぐ
に
な
く
な
る
な
ど
観
光
客
の
方
に
大
変
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
昌
郡
は
畜
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
韓
国
で

は
、
平
昌
牛
と
い
え
ば
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
昌
郡
庁
舎
で
口
蹄
疫
被

害
に
遭
わ
れ
た
畜
産
農
家
の
支
援
に
な
れ
ば

と
、
郡
主
に
若
桜
町
職
員
と
若
桜
町
議
会
議
員

か
ら
の
義
援
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
交
流

協
議
で
は
、
平
昌
郡
守
、
平
昌
郡
議
会
議
長
を

初
め
と
し
た
８
名
と
協
議
を
行
い
、
議
会
、
学

生
な
ど
の
交
流
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ま
た
、
平
昌
郡
は
、
２
０
１
８
年
の
冬
期
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
候
補
地
に
立
候
補
し
て
誘
致
活

動
を
行
っ
て
お
り
、

当
日
も
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の

視
察
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
若
桜

町
も
開
催
地
に
決

ま
る
よ
う
、町
職
員

と
議
会
議
員
の
署

名
の
名
簿
を
伝
達

し
応
援
い
た
し
ま

し
た
。

な
お
、
平
昌
郡

滞
在
中
、
平
昌
郡

の
皆
様
に
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

記念撮影

雪花祭会場

寄附金をいただきました
小学校に昭和19年度卒業同窓生一同より

若
桜
小
学
校
昭
和

年
度
卒
業
同
窓

19

生
（
熊
田
義
久
代
表
）
よ
り
、
傘
寿

（
数
え
年

歳
）
の
記
念
と
し
て
、
２

80

月

日
に
若
桜
小
学
校
へ
寄
附
金

万

14

17

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 同窓生の皆さんから校長へ
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若桜町に新名所
意非神社に大鳥居を建立

意
非
神
社
に
木
造
の
大
鳥
居（
高
さ
９
m

㎝
、

74

幅

m

㎝
）
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら

10

38

崇
敬
さ
れ
て
き
た
意
非
神
社
は
約
１
６
０
０
年
前

に
宇
倍
神
社
の
祭
神
・
武
内
宿
弥
の
命
で
鎮
座
さ

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
約
１
１
０
０
年

前
に
書
か
れ
た
文
書
に
は
、
国
家
の
公
認
を
受
け

た
神
社
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
神
社

で
す
。

鳥
居
建
立
に
は
屋
堂
羅
内
の
１
０
０
年
生
の
杉

を
６
本
使
い
、
看
板
は
、
篆
刻
・
刻
書
の
会
の
メ

ン
バ
ー
が
作
製
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
屋
根
を
つ

け
て
、

年
、

年
先
に
も
残
せ
る
も
の
を
造
り

70

80

ま
し
た
。

氏
子
ら
で
つ
く
る
大
鳥
居
建
立
委
員
会
（
伊
井

野
政
之
会
長
）
は
「
屋
堂
羅
の
氏
子
全
員
の
協
力

と
熱
い
思
い
で
建
立
に
至
り
ま
し
た
。
地
域
の
活

性
化
に
も
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
熱
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

建立された大鳥居

城跡を守るには地元住民の力が不可欠
史跡若桜鬼ヶ城跡保存管理計画報告会

国
史
跡
・
若
桜
鬼
ヶ
城
跡
の
保
存
管

理
計
画
策
定
を
記
念
し
２
月
９
日
、若

桜
町
公
民
館
で「
史
跡
若
桜
鬼
ヶ
城
跡

の
保
存
管
理
と
こ
れ
か
ら
」と
題
し
た

報
告
会
を
開
催
し
、約

名
の
来
場
者

60

が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、文
化
庁
記
念
物
課

主
任
文
化
財
調
査
官
の
佐
藤
正
知
氏

が
「
全
国
の
城
跡
を
守
る
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
、城
跡
を
守
る
に
は
行
政
だ

け
で
は
な
く
、地
元
住
民
の
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、保
存
管
理
計
画
策
定
委

員
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、各
専
門
的

立
場
か
ら
若
桜
鬼
ヶ
城
跡
の
魅
力
と

将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

昭和60年度卒業生より初老の祝い記念品
若桜中学校に名画を寄贈

こ
の
た
び
、
昭
和

年
度
卒
業

60

の
若
桜
中
学
校
同
窓
会
か
ら
、
初

老
の
祝
い
の
記
念
と
し
て
若
桜
中

学
校
へ
名
画
３
点（
複
製
画
：「
落

穂
拾
い
」
ミ
レ
ー
作
、「
ア
ル
ジ
ャ

ン
ト
ゥ
ー
ユ
の
橋
」
モ
ネ
作
、「
紅

鶴
」
ル
ソ
ー
作
）
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２
階
の
踊
り
場
に
飾
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
絵
画
を
展
示
し
た
こ
と

に
よ
り
、
踊
り
場
コ
ー
ナ
ー
が
美

術
館
の
よ
う
に
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
一
層
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

生
徒
も
ホ
ッ
と
す
る
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

T O
P

C S
I

名画に見入る生徒

報告に聞き入る参加者
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雪上のスポーツ 雪合戦！
第16回西日本雪合戦大会

第

回
西
日
本
雪
合
戦
大
会
を
、
２

16

月
５
日
と
６
日
の
2
日
間
、
若
桜
町
ふ

れ
あ
い
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
た
く
さ
ん
の
雪
に
め
ぐ
ま

れ
、
県
内
外
か
ら

チ
ー
ム
、
約
６
５

56

０
人
の
選
手
が
集
ま
り
、
白
銀
の
コ
ー

ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
優
勝
し
た
「
若
桜

サ
ム
ラ
イ
ナ
イ
ン
」
の
主
将
、
竹
本
颯

汰
さ
ん
は
「
優
勝
を
ね
ら
っ
て
い
ま
しフラッグ賞 ＰＩＣＨＥＥＳ

話
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部

A
リ
ー
グ

優

勝

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
イ
シ
ダ
（
倉
吉
市
）

準
優
勝

王
子
S
W
C
白
次
郎
（
米
子
市
）

３

位

J
A
鳥
取
い
な
ば
（
若
桜
町
）

３

位

な
ん
ち
ゃ
っ
て
大
阪
（
大
阪
府
）

一
般
の
部

E
リ
ー
グ

優

勝

十
勇
士

（
鳥
取
市
）

準
優
勝
パ
ワ
フ
ル
れ
ん
じ
ゃ
ー
ず
（
鳥
取
市
）

３

位

第
4
M
A
X
O
B（
鳥
取
市
）

３

位

さ
く
ら
ん
ぼ
（
鳥
取
市
）

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

優

勝

T
F
A
レ
デ
ィ
ー
ス
（
鳥
取
市
）

準
優
勝

森
本
J
A
P
A
N
（
若
桜
町
）

３

位

ゆ
き
ん
こ
ち
ゃ
ん
（
岡
山
県
）

３

位

太
陽
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
（
鳥
取
市
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優

勝

若
桜
サ
ム
ラ
イ
ナ
イ
ン（
若
桜
町
）

準
優
勝
若
桜
ス
ポ
少
野
球
部
Ｏ
Ｂ（
若
桜
町
）

３

位

世
紀
ど
ん
と
マ
ン
ズ
A（
鳥
取
市
）

３

位

ス
ノ
ー
サ
ン
ダ
ー
ス
（
岡
山
県
）

※
フ
ラ
ッ
グ
賞
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
た

フ
ラ
ッ
グ
に
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
賞
は
コ
ー
ト

内
で
一
際
目
を
ひ
く
チ
ー
ム
ウ
ェ
ア
だ
っ

た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

た
。
6
年
生
に
勝
て
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
の
部
E
リ
ー
グ
優
勝

チ
ー
ム
「
十
勇
士
」
の
監
督
、
大
谷
巧

さ
ん
は
「
昨
年
、
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、

対
戦
の
仕
方
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

優
勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」とコスチューム賞 らいおんパパ

Ａリーグ優勝 ＴＥＡＭイシダ

Ｅリーグ優勝 十勇士

熱き戦いが繰り広げられました 「よし！やった」フラッグを獲得 ジュニア優勝 若桜サムライナイン
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19部門中、町内勢が３部門を制しました！！

第50回氷ノ山スキー大会を１月29日、わかさ氷ノ山スキー場樹氷スノーピアゲレンデで開催しました。
県内外から127名が参加し 秒争う戦いが繰り広げられました。各部門の優勝者と町内選手の成績を紹介
しております。

第50回氷ノ山スキー大会

アルペン男子

▼小学生・低（１～３年生）

所 属県名氏 名順位

フロンティアスキークラブ鳥取県橋本 一貴1

▼小学生・高（４～６年生）

所 属町名氏 名順位

フロンティアスキークラブ若桜町瀬戸 鉄平1

フロンティアスキークラブ若桜町森岡 岳6

若桜小学校若桜町山根 大輝12

▼中学生

所 属町名氏 名順位

フロンティアスキークラブ若桜町山本 悠司1

▼少年

所 属県名氏 名順位

吉和ジュニアスキークラブ広島県大村 拓人1

▼成年１部

所 属県名氏 名順位

智頭スキークラブ鳥取県米井 陸1

▼成年２部

所 属県名氏 名順位

若桜氷ノ山クラブ鳥取県岡本 康宏1

▼成年３部

所 属県名氏 名順位

－兵庫県山根 安彦1

▼マスターズ１部

所 属県名氏 名順位

鳥取三洋スキークラブ鳥取県波多野泰彦1

▼マスターズ２部

所 属県名氏 名順位

MOSSA鳥取県西山 勉1

クロスカントリー男子（クラシカル）

▼小学生（2.5㎞）

所 属県名氏 名順位

おじろジュニアスキークラブ兵庫県藤原 玲佐1

▼中学生（５㎞）

所 属町名氏 名順位

若桜中学校若桜町岩村 稔大1

若桜中学校若桜町竹本 敦仁2

若桜中学校若桜町中尾 直也3

▼高校・一般（５㎞）

所 属県名氏 名順位

八東中学校鳥取県宮脇 宏和1

アルペン女子

▼小学生・低（１～３年生）

所 属県名氏 名順位

鏡野スキークラブ岡山県野井ひなの1

▼小学生・高（４～６年生）

所 属県名氏 名順位

昭来小学校兵庫県井上 菜奈1

▼中学生

所 属県名氏 名順位

阿新スキークラブ岡山県田邊紗也夏1

▼高校・一般

所 属県名氏 名順位

智頭スキークラブ鳥取県岸本 千幸1

スノーボード男子

▼小学生

所 属県名氏 名順位

美保小学校鳥取県川上 渓人1

▼中・高・一般

所 属県名氏 名順位

－鳥取県西尾 和晃1

クロスカントリー女子（クラシカル）

▼中学生（2.5㎞）

所 属県名氏 名順位

八東中学校鳥取県竹内 美春1

1
100

平平成23年3平成23年3月月１５

新
年
度
の
予
算
編
成
に

思
う一

年
が
経
過
す
る
の
も
早
い

も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、

来
年
度
の
予
算
編
成
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

月
末
ま
で
に

12

担
当
課
か
ら
予
算
要
求
を
さ
せ

ま
し
た
。
最
近
で
は
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
提
出
期
限

を
守
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

２
月
中
旬
に
は
、
予
算
査
定

を
終
了
し
、
３
月

日
か
ら
の

10

定
例
議
会
に
提
出
す
る
た
め
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
般
会

計
の
予
算
の
総
額
は
、

億
２

32

４
０
０
万
円
程
度
に
な
る
見
込

み
で
す
が
、
毎
年
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
気
に
な
り
ま
す
。
新
年
度

予
算
で
は
、
２
億
３
３
０
０
万

円
程
度
し
か
見
込
め
な
い
状
況

で
あ
り
、
県
下

市
町
村
で
は

19

最
低
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し

て
も
ら
う
た
め
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
編
成
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
２
０
１
２
年
４

月
１
日
か
ら
小
中
一
貫
教
育
校

に
す
る
た
め
に
中
学
校
の
校
舎

の
一
部
に
校
舎
を
増
設
し
ま

す
。そ
の
た
め
、
教
育
施
設
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
し
か
し
、
今
後
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
若
小
校
舎
の
解

体
、
さ
ら
に
は
、
児
童
、
生
徒
も

減
少
し
ま
す
の
で
、
贅
沢
な
建

築
は
し
な
い
方
針
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
一
番
困
っ

て
お
り
ま
す
有
害
鳥
獣
の
被
害

対
策
や
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
く
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
、
お

互
い
が
支
え
合
う
集
落
づ
く

り
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
お

ら
れ
る
家
庭
の
支
援
対
策
、
個

別
受
診
ガ
ン
健
診
の
負
担
軽

減
、
若
桜
宿
内
の
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
、
観
光
協
会
の

充
実
、
ふ
る
さ
と
の
川
を
守
る

施
策
、
作
業
道
の
負
担
金
の
一

部
支
援
、公
共
施
設
の
利
活
用
、

教
育
内
容
の
充
実
な
ど
、
新
規

事
業
も
取
り
入
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
議
会
か
ら
の
意
見

や
、
各
地
域
か
ら
の
要
望
、「
こ

ん
に
ち
は
移
動
町
長
室
」
で
の

要
望
な
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ
に

も
気
を
つ
か
い
予
算
編
成
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
単
独
の

町
で
の
財
政
は
大
丈
夫
か
と
い

う
お
話
も
聞
き
ま
す
が
、
公
債

負
担
比
率
も
全
国
１
７
５
０
市

町
村
の
う
ち
悪
い
方
か
ら
３
５

１
番
目
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

基
金
も

年
度
末
で
は

億
円

22

14

位
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
の
借
金
財
政
は
相
変
わ

ら
ず
で
、
解
消
の
目
度
が
た
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
方

財
政
厳
し
い
事
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
無
理
の
な
い
財
政
運
営
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
に
三
つ
の
約
束

１
月
５
日
仕
事
始
め
式
で
、

私
は
職
員
に
①
政
策
が
出
せ
る

職
員
に
な
ろ
う
②
仕
掛
人
に
な

ろ
う
③
職
員
が
広
報
マ
ン
に
な

ろ
う
、
こ
の
3
点
に
つ
い
て
新

し
い
年
の
目
標
に
し
て
、
仕
事

を
し
て
ほ
し
い
と
約
束
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
。

以
前
は
、
国
、
県
が
事
業
の

メ
ニ
ュ
ー
化
を
し
て
、
町
が
仕

事
を
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

し
た
が
、
今
は
地
方
分
権
の
時

代
、
私
た
ち
が
町
民
福
祉
向
上

の
た
め
政
策
を
打
ち
出
さ
な
い

と
い
け
な
い
。
ま
た
、
何
で
も

役
場
職
員
が
や
ろ
う
と
し
て
は

ダ
メ
、
地
域
主
権
の
時
代
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
汗
を
か

く
仕
掛
け
人
を
つ
く
る
こ
と
が

町
づ
く
り
に
通
ず
る
。
さ
ら
に

は
、
町
が
ど
ん
な
に
良
い
仕
事

を
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

理
解
さ
れ
な
か
っ
た
ら
良
い
仕

事
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
全
員
が
広
報
マ
ン

に
な
っ
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
説

明
責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
、

こ
ん
な
訓
示
を
し
ま
し
た
。
地

方
分
権
の
「
特
急
列
車
」
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
、
職
員
一
堂

肝
に
銘
じ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

小中一貫校にするために
小学校を併設する中学校
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鳥
取
県
教
育
委
員
会
で
は
「
家
庭
教
育

手
帳
」
を
作
成
し
、
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
と
き

ど
き
開
い
て
読
む
と
「
な
る
ほ
ど
、
大
切

だ
な
あ
。」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で

す
。
そ
の
中
の
常
に
覚
え
て
お
い
て
ほ
し

い
見
出
し
を
書
き
出
し
て
み
ま
す
。

み
つ
め
な
お
そ
う

我
が
家
の
子
育
て

顕

原

鹸

厳

験験験

験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

キャンペーンの６つの柱
①しっかり朝食を食べよう
②じっくり本を読もう
③外で元気に遊ぼう
④たっぷり寝よう
⑤長時間テレビを見るのはやめよう
⑥服装を整えよう

伊
勢
道
の
道
標
は
町
内
に
４
基
あ

り
、
新
町
の
大
師
堂
近
く
、
渕
見
の

渕
見
神
社
前
、
米
は
集
落
上
手
と
旧

街
道
沿
い
に
所
在
し
ま
す
。
新
町
の

道
標
に
は
「
従
是
ひ
だ
り
ハ
い
せ
み

ち

み
ぎ
ハ
は
り
ま
み
ち
」
と
あ
り
、

こ
の
地
が
伊
勢
道
と
播
磨
道

の
分
岐
点
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
若
桜
は
宿
場

町
と
し
て
発
展
し
、
物
資
の

売
買
や
出
稼
ぎ
に
加
え
、
寺

社
参
詣
で
人
が
行
き
来
し
、

大
変
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
特
に
、
伊
勢
参
り
は
人

気
が
高
く
、
集
落
で
「
伊
勢

講
」
と
い
う
組
織
を
作
っ
て

お
金
を
貯
め
、
年
１
回
講
の

代
表
者
が
参
詣
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

伊
勢
道
は
新
町
の
道
標
か
ら

米

谷
・
氷
ノ
越
を
通
り
、
兵
庫
県
の
関

宮
、
八
鹿
、
和
田
山
を
経
て
、
京
都

府
の
旧
大
江
町
の
元
伊
勢
に
至
る

ル
ー
ト
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
元
伊
勢
と
は
現
在
の
伊
勢
神
宮

の
前
に
鎮
座
し
て
い
た
と
い
う
伝
承

が
残
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
鳥
取
県

東
部
で
は
古
く
か
ら
大
江
の
元
伊
勢

に
参
る
風
習
が
あ
り
、
伊
勢
道
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

（町指定有形文化財、新町・渕見・ 米）

伊勢道の道標（新町）

煙
食
生
活
の
乱
れ
は
、
心
身
の
バ

ラ
ン
ス
も
乱
す
。

煙
い
ち
ば
ん
の
友
だ
ち
は
テ
レ

ビ
、
な
ん
て
寂
し
す
ぎ
る
。

煙
子
ど
も
の
言
う
こ
と
を
何
で

も
聞
く
こ
と
が
親
の
や
さ
し

さ
と
は
限
ら
な
い
。

煙
感
情
に
ま
か
せ
て
し
か
る
こ

と
と
、
し
つ
け
と
は
違
う
。

煙
だ
め
な
と
こ
ろ
を
責
め
る
よ

り
、
良
い
と
こ
ろ
を
増
や
し
て

い
こ
う
。

煙
子
ど
も
部
屋
を
与
え
る
と
き

に
は
、
そ
の
ル
ー
ル
も
与
え
よ

う
。

煙
子
ど
も
は
「
親
」
の
ぬ
く
も
り

を
求
め
て
い
る
。

煙
前
向
き
な
親
の
姿
は
、
き
っ
と

子
ど
も
に
届
い
て
い
る
。

煙
ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
、
家
族
の
絆

が
試
さ
れ
る
。
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今月の言葉 はっきりと 言おう良いこと 悪いこと

煙

煙

煙

煙
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煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

他
人
に
頼
る
以
外
に
道
が
な
い
こ
と
も
、
と
き

に
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ち
ば
ん
頼
り
に

な
る
存
在
は
何
と
い
っ
て
も
自
分
だ
。

自
分
で
出
来
る
事
を
他
人
に
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
他
人
に
依
存
し
た
ま

ま
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
望
ん
で
い
る
よ

り
も
低
い
レ
ベ
ル
で
妥
協
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
自
分
に
頼
る
度
合
い
を
大

き
く
す
れ
ば
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
が
築
け
る
。

そ
の
理
由
は
、
自
分
の
た
め
に
他
人
が
何
を
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
他
人

を
あ
る
が
ま
ま
に
自
由
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
か
ら
だ
。

「
自
分
に
頼
る
」

地地域間交流事地域間交流事業業
若桜町・岩美町スキー交流若桜町・岩美町スキー交流会会

昨年に引き続き、今年も岩美町の小学生と保護者、先生が氷ノ山でスキー交流会を行いま
した。
今年は佐治・郡家の参加はありませんでしたが総勢43名の参加者で交流スキーを行いました。
初心者・中級・上級の班別に分かれて、講師の方の指導を受けながらみんなが一生懸命練

習していました。
初心者チームの中には、スキーが苦手な子もいましたが、午後からは、ほぼ全員がリフト

に乗って滑れるようになりました。
晴天のもと子どもたちは元気に楽しくスキーをしていました。

自然の中で遊ぶ楽しさを実感できた、と
てもいい交流会になったと思います。
今回の交流スキーもたくさんの保護者

の方などのご協力のおかげで無事に交流
会を開催することができ、本当にありがと
うございました。
今後も隣保館では様々な事業を開催し

ていきますので、皆さんのご参加ご協力を
よろしくお願いします。

スキースクールの先生から指導を受ける児童たち
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第

回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
を
１

10

月

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

20
若
桜
鬼
ヶ
城
の
城
主
、
矢
部
・
木
下
・

山
崎
の
３
氏
と
そ
の
末
裔
に
つ
い

て
、
若
桜
町
歴
史
資
料
収
集
員

門

村
正
行
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

鬼
ヶ
城
は
、
矢
部
氏
に
よ
り
築
城

さ
れ
、

代
目
の
時
に
尼
子
勝
久
・

16

山
中
鹿
介
の
軍
に
よ
っ
て
落
城
し
、

矢
部
氏
は
い
っ
た
ん
但
馬
に
逃
れ
、

程
な
く
し
て
八
頭
町
用
呂
に
移
り
住

み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木
下
重
賢
が
城
主
と
な

り
ま
し
た
が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
木

下
氏
は
滅
亡
し
ま
す
。

つ
い
で
山
崎
家
盛
が
城
主
と
な
り
、

若
桜
は
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
山
崎
氏
は
そ
の
子
家
治
の
時

に
備
中
に
転
封
さ
れ
、
鬼
ヶ
城
は
廃

城
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
現
在
の
よ

う
な
宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

最
後
に
門
村
さ
ん
の
作
詞
さ
れ
た

「
鬼
ヶ
城
賛
歌
」
を
参
加
者
み
ん
な

で
歌
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
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若
桜
鬼
ヶ
城
城
主
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
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余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余

そ
の
末
裔
余
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話

第第

回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

第

回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

1010

毎
年
恒
例
の
「
み
ん
な
で
歌
お
う

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
を
、
今
年

も
西
山
音
楽
教
室
の
西
山
和
子
さ
ん

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
２
月

日
に

17

開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
準
備
体
操
か

ら
始
め
、
全

曲
を
み
ん
な
で
楽
し

10

く
歌
い
ま
し
た
。
お
な
か
の
そ
こ
か

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
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歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

み
ん
な
で
歌
お
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
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ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー第

回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

11
ら
声
を
出
し
、
こ
こ
ろ
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
西
山
先
生
の
楽
し
い

ト
ー
ク
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

１
時
間

分
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

30

最
後
は
、「
青
い
山
脈
」
を
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
つ
き
で
歌
い
、
み
な
さ
ん
が

笑
顔
で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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こ
の
庭
に
金
の
な
る
木
は
な
い
も
の
か

中
島

寿
道

孫
だ
け
が
俺
に
バ
ン
ザ
イ
し
て
く
れ
る

竹
口

清
信

再
会
の
友
に
も
深
い
皺
が
あ
る藤

原

鬼
桜

正
月
は
少
し
の
雪
と
酒
が
よ
い岡

崎

彰
夫

俳

句

（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

雪
折
の
一
枝
を
惜
し
み
壺
に
挿
す

西
尾

青
雨

爼
を
き
れ
い
に
洗
ひ
年
迎
ふ

谷
口

裕
子

臥
す
背
に
蒲
団
を
か
け
る
母
の
夢

中
村

節
枝

ゆ
り
か
も
め
朝
日
を
浴
び
し
乱
舞
か
な

山
根

里
江

初
孫
の
笑
顔
載
せ
て
賀
状
来
る坂

口

仲
子

俳

句

（
鶴
尾
句
会
）

廃
校
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
錆
び
て
凍
つ

山
本

小
品

お
だ
や
か
な
顔
の
黄
泉
路
や
松
の
内

岡
田
よ
し
子

左
義
長
に
老
若
男
女
の
声
弾
む田

島

富
子

と
ん
ど
火
に
丸
め
て
入
る
る
去
年
の
厄

谷
口

裕
子

竹
は
ぜ
る
音
に
た
じ
ろ
ぐ
大
と
ん
ど

盛
田

紘
子

下
校
児
の
黄
色
の
帽
子
除
雪
道竹

本

光
子

川

柳

（
さ
く
ら
吟
社
）

豪
雪
で
バ
ン
ザ
イ
し
た
い
こ
の
体

植
田
み
の
る

一
輪
の
梅
か
ら
春
の
夢
を
追
う車

井

信
恵

冬
の
戸
を
叩
き
春
風
会
い
に
く
る

門
村

千
代

夕
方
に
な
る
と
お
酒
に
ま
た
会
え
る

蔵
本

悦
子

赤
ち
ゃ
ん
の
バ
ン
ザ
イ
鬼
も
笑
い
出
す

中
田

房
江

若
返
る
ク
ス
リ
が
欲
し
い
八
十
路
坂

茗
荷

き
み

バ
ン
ザ
イ
で
百
歳
祝
う
え
び
す
顔

盛
田

夢
路

ド
カ
雪
に
お
茶
で
お
喋
り
憂
さ
晴
ら
す

石
岡
せ
つ
子

同
期
会
バ
ン
ザ
イ
三
度
締
め
く
く
る

西
谷

幸
子

香
を
焚
き
心
静
か
な
時
過
ご
す土

岐

昌
子

句
に
出
会
い
花
の
六
十
路
を
突
っ
走
る

谷
口

史
子

正
月
も
盆
も
介
護
に
明
け
暮
れ
る

永
原

昌
鼓

誰
に
で
も
裏
と
表
が
あ
る
浮
き
世

藤
原
美
智
恵

名
が
出
な
い
顔
に
は
覚
え
あ
る
け
れ
ど

盛
田

康
秋

郷

土

文

芸

若
桜
町
公
民
館
中
原
分
館
で
高
齢
者
健

康
学
習
会
を
２
月

日
に
開
催
し
ま
し

10

た
。今

冬
は
特
に
、
年
明
け
か
ら
豪
雪
に
見

舞
わ
れ
、
こ
の
冬
場
の
時
期
は
外
出
す
る

機
会
が
減
り
、
運
動
量
が
少
な
く
な
り
ま

す
。そ

こ
で
今
回
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
村
和
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

家
で
簡
単
に
で
き
る
体
操
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
両
手
そ
れ
ぞ
れ
違
う
動
き

を
す
る
。転
倒
を
予
防
す
る
た
め
の
足
元
、

指
先
の
運
動
。
ま
た
、
腹
筋
・
背
筋
を
動

か
す
こ
と
よ
り
体
の
ゆ
が
み
を
少
し
で
も

矯
正
す
る
。」な
ど
一
時
間
あ
ま
り
体
中
を

使
っ
て
体
操
し
ま
し
た
。
こ
の
日
だ
け
で

な
く
、
少
し
ず
つ
で
も
毎
日
継
続
し
て
健

康
を
維
持
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
あ
と
、
地
元
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

大
正
琴
の
演
奏
を
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
曲

も
皆
が
知
っ
て
い
る
曲
ば
か
り
で
、
穏
や

か
な
中
に
も
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
よ
う
で
し
た
。
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定

新 着 図 書 2011．1．29まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

稲垣 篤子・1坪の奇跡乾 緑郎・忍び外伝

小松 易・たった1分で人生が変わる片づけの習慣石田 衣良・ＰＲＩＤＥ 10

マイケル ゲイツ ギル・ラテに感謝！平野 啓一郎・かたちだけの愛

北海道新聞社・高校生はこれを読め！島本 理生・アンダスタンド・メイビー (上･下）

佐々木 常夫・働く君に贈る25の言葉佐藤 多佳子・聖夜

川上 敬二郎・子どもたちの放課後を救え！真保 裕一・天使の報酬

海部 俊樹・政治とカネ天野 節子・烙印

法律事務所オーセンス・正しい契約書の作り方海堂 尊・モルフェウスの領域

村山 斉・宇宙は何でできているのか岩井 三四二・おくうたま

江尻 光一・絶対咲かせる洋ランづくり佐伯 泰英・居眠り磐音江戸双紙 姥捨ノ郷

≪ ヤングアダルト ≫佐々木 譲・婢伝五稜郭

小野 不由美・ゴーストハント 1・２白川 道・冬の童話

クリストファー パオリーニ・ブリジンガー （上･下）高樹 のぶ子・飛水

≪ 児 童 書 ≫桂 望実・嫌な女

ポプラ社・しらべよう！はたらく犬たち１～４吉村 達也・鳥取砂丘の青い風

はやし まりこ・秘密のスイーツ齋藤 智裕・KAGEROU

あんびる やすこ・ルルとララのわくわくクレープ浅田 次郎・一刀斎夢録 （上･下）

≪ 絵 本 ≫西村 京太郎・伊良湖岬（みさき）プラスワンの犯罪

塚本 やすし・はしれ！やきにくん三崎 亜記・海に沈んだ町

島田 ゆか・バムとケロのもりのこや島田 荘司・写楽閉じた国の幻

こもり まこと・バルンくんとともだち中島 京子・エルニーニョ

≪ 郷 土 ≫水谷 もりひと・日本一心を揺るがす新聞の社説

祝部 大輔・おいしい水の郷小林 よしのり・国民の遺書

矢田貝 繁明・大山の森とキノコたち 衛林 真理子・地獄の沙汰も美女次第

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

臨時休業のお知らせ！

４月４日（月）～４月26日（火）

水換えのため臨時休業

４月27日（水）より通常営業

皆さまにはご迷惑をおかけし

ますが、よろしくお願いします

第２回タライレース開催について
日 時 ３月20日（日）受付12：00～競技開始13：30～

場 所 わかさ温水プール

参加資格 小学４年生以上の方で、４人１組。

参 加 費 １人200円（入館料含む）当日受付でお願いし

ます。

表 彰 上位チームに表彰状ならびに参加賞を用意し

ています。

申込方法 申込用紙に必要事項を記入の上、わかさ温水

プールにＦＡＸ又は郵送で申込みください。

申込期限 ３月12日（土）


